
第１１回 再生普及推進のための連携チーム会合 

 

日時：令和 2年 7月 28日（火）14：30～16：00 

場所： 釧路地方合同庁舎 7階第 5会議室 

 

 

 

------------------------- 議 事 ------------------------- 

   

１． 小委員会事務局が実施する市民参加の取組みについて 

 

２． 湿原の保全や再生に係る情報の発信について 

 

３． その他（各小委員会からの提案・連絡事項） 

 

 

--------------------- 配布資料一覧 --------------------- 

 

資料 1 小委員会事務局が実施する市民参加の取組み 

資料 2 湿原の保全や再生に係る情報の発信について 

  



第１１回 再生普及推進のための連携チーム会合出席者名簿（敬称略） 

 

 

＜専門家＞ 

所属等 氏 名 

再生普及小委員会委員長  高橋 忠一             

再生普及小委員会副委員長  新庄 久志                        

 

＜小委員会事務局＞ 

機関名［担当小委員会］ 出席者 

国土交通省北海道開発局 釧路開発建設部 治水課 

［湿原再生、旧川復元、水循環、土砂流入、地域づくり］ 

上席治水専門官   佐藤  尚樹 

管理専門官     吉田 真利実 

治水専門官     金谷  将志 

環境省北海道地方環境事務所 釧路自然環境事務所 

［湿原再生、森林再生］ 
自然再生企画官   瀬 川  涼 

北海道釧路総合振興局 釧路建設管理部 事業室 治水課  

［土砂流入］ 
主査（河川）        松本  正巳 

 

 

＜事務局＞ 

機 関 名 出席者 

環境省北海道地方環境事務所 釧路自然環境事務所 

［再生普及］    
自然保護官     瀧口 さやか 

公益財団法人北海道環境財団       

（再生普及行動計画オフィス） 

環境教育課長    山本  泰志 

環境事業課長    安保  芳久 

環境教育課     安田  智子 

 

 

  



釧路湿原自然再生協議会再生普及小委員会 再生普及推進のための連携チーム名簿（敬称略） 

 

令和 2年 7月 28日現在 

 

 

 

＜専門家＞ 

 

高橋 忠一 （再生普及小委員会 委員長） 

 

 新庄 久志 （再生普及小委員会 副委員長） 

 

   

＜協議会事務局＞ 

 

国土交通省北海道開発局 釧路開発建設部 

［湿原再生、旧川復元、水循環、土砂流入、地域づくり］ 

 

環境省北海道地方環境事務所 釧路自然環境事務所 

  ［湿原再生、森林再生、再生普及、地域づくり］ 

 

 林野庁北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター ［森林再生］ 

 

  北海道釧路総合振興局 釧路建設管理部 ［土砂流入］ 

 

北海道釧路総合振興局 産業振興部 ［地域づくり］ 

 

北海道釧路総合振興局保健環境部 

 

さっぽろ自然調査館 

 

 

＜その他＞ 

 

 

※ 委員長の判断により必要に応じて関係者に出席を要請する。 
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小委員会事務局が実施する市民参加の取組み 

 

 

      ●：主催事業  〇：協力事業 

主
催 小委員会事務局が主催または支援を行う取組み 

湿
原
再
生 

＜釧路開発建設部治水課＞ 

● 釧路湿原を再生しよう！未利用地を湿原に再生する取組み 幌呂地区湿原再生現地見学会 

日程：令和2年8月～9月(開催検討中) 

場所：幌呂地区湿原再生箇所（鶴居村下幌呂） 

内容：事業説明＋現場見学＋自然再生体験（ヨシ移植・外来種防除） 

対象：一般市民 

 

  

＜環境省＞ 

●カヌーdeヒシ刈り in達古武湖（仮） 

日時：令和2年8月30日（日） 

場所：釧路町達古武湖 

内容：事業説明、カヌーを使って自然再生体験（ヒシ刈り） 

対象：一般市民 

 

●達古武湖の自然を知ろう（仮） 

日時：令和2年9月4日（金） 

場所：釧路町達古武湖 

内容：事業説明、カヌーを使って現場見学、植物観察等 

対象：釧路町立遠矢小学校５年生（釧路町と共催で実施） 

旧
川
復
元 

＜釧路開発建設部治水課＞ 

● 釧路湿原を再生しよう！直線河道を蛇行河川に戻す取組み 旧川復元現地見学会 

日程：令和2年9月4日、5日 

場所：茅沼地区旧川復元箇所（標茶町コッタロ原野） 

   ﾇﾏｵﾛ地区旧川復元箇所（標茶町オソベツ原野） 

内容：事業説明＋現場見学（復元箇所ｅボート川下りほか） 

対象：一般市民 

 

資料１ 
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      ●：主催事業  〇：協力事業 

主
催 小委員会事務局が主催または支援を行う取組み 

森
林
再
生 

＜林野庁 釧路湿原森林ふれあい推進センター＞ 

●雷別ドングリ倶楽部 

（雷別国有林の森林再生のためのボランティア活動） 

日程：令和2年6月24日、10月14日 

場所：雷別国有林（標茶町雷別） 

  内容：広葉樹の植樹と保護管（ツリーシェルター）の被覆等の広葉樹の森林づくり 
 

  ＜環境省＞ 

●自然再生を考える調査体験会2020「沢の生き物調べ」（仮） 

日時：令和3年2月（予定） 

場所：達古武の森林再生地 

内容：事業説明＋現場見学＋冬の沢の生き物観察 

対象：一般市民 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検事前予察【実施支援】 

日程：令和2年8月3日（月）または4日（火） 

場所：達古武地区森林再生事業地 

内容：フィールドおよび活動案説明 

対象：釧路湖陵高等学校教諭 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検事前予察【実施支援】 

日程：令和2年8月19日（水） 

場所：達古武地区森林再生事業地 

内容：取組みの紹介、トラップ設置 

対象：釧路湖陵高等学校 理数科1学年代表生徒 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検【実施支援】 

日程：令和2年8月26日（水） 

場所：達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道および展望台 

内容：調査体験、取組みの紹-介、湿原景観の観察 

対象：釧路湖陵高等学校 理数科1学年生徒 

 

 

  

水
循
環 

＜釧路開発建設部治水課＞ 

●釧路川流域の水・物質循環の体験 

日程：令和2年10月～12月（開催検討中） 

場所：幌呂地区（湧水、自然再生）等 

内容：水や土砂などのメカニズムの現地見学 

対象：一般市民・協議会委員 
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      ●：主催事業  〇：協力事業 

主
催 小委員会事務局が主催または支援を行う取組み 

地
域
づ
く
り 

（今年度の活動内容検討中） 
 

土
砂
流
入 

  ＜北海道釧路総合振興局 釧路建設管理部治水課＞ 

●久著呂川自然再生の見学ツアー 

日程：令和2年10月上旬を予定 

場所：久著呂川流域及び事業実施箇所 

内容：事業説明＋現場見学 

対象：一般市民 

※ツアー開催については、現時点で決定はしていない。道では８月中迄のイベントを中止としているため、 

８月中のコロナの状況を判断し決定するが、早くても10月上旬の開催となる。 

  

再
生
普
及 

＜環境省＞ 

●市民講座～ラムサール 40周年記念 

釧路湿原 地域から世界へ!?く（仮） 

 日程：令和2年9月12日（土）《座学》 

    令和2年9月27日（日）《フィールドワーク》 

    令和2年10月3日（土）《座学・ふりかえり》 

 場所：座学 釧路地方合同庁舎 

    フィールドワーク 温根内周辺フィールド 

 内容：事前の座学、フィールドでの体感、事後のふりか

えりから成る3回連続講座として実施 

 対象：一般市民 

 

●第25回フィールドワークショップ 

 日時：令和2年10月中（予定） 

 場所：温根内（予定） 

 内容：フィールドワーク 

 対象：ワンダグリンダ・プロジェクト参加者 

 

●体感！釧路湿原 《教員研修講座》 

日程：令和2年10月～2月（2回の開催を予定） 

場所：未定 

内容：フィールドワーク、座学 

対象：小学校・中学校・高等学校教員、教育大学生等 

 

●湿原研究発表ボード企画展示 

 日時：令和2年1月～3月（5箇所程度） 

 場所：標茶町内、釧路市内を予定 

 内容：湿原を題材とした研究発表ボード取組み校から借

用したボードの学外展示 

 対象：取組み校における児童、一般 

ワンダグリンダ参加活動による実践予定 

〇みんなで調べる復元河川の環境・2019夏 

日時：令和2年9月5日（土） 

場所：釧路川茅沼地区 

内容：蛇行復元された水辺環境の調査 

対象：一般（環境調査） 

主催：釧路国際ウェットランドセンター 

 

〇カヌーDE清掃in達古武湖 

 日時：開催検討中 

 場所：達古武湖 

 内容：未定 

 対象：一般 

 主催：環境コンサルタント株式会社 
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      ●：主催事業  〇：協力事業 

主
催 小委員会事務局が主催または支援を行う取組み 

再
生
普
及 

＜環境省＞ 

○標茶町立標茶小学校 現地予察【実施支援】 

 日程：令和2年7月3日（金） 

 場所：達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道 

 内容：フィールドおよび活動案説明 

 対象：標茶小学校教諭 

 

○標茶町立標茶小学校【実施支援】 

 日程：令和2年7月9日（木） 

 場所：達古武地区森林再生事業地、夢が丘木道 

 内容：取組みの紹介、フィールドワーク 

 対象：標茶小学校5年生児童 

 

○釧路湖陵高等学校 釧路湿原巡検事前学習【実施支援】 

 日程：令和2年7月20日（月） 

 場所：釧路湖陵高等学校 

 内容：座学 

 対象：釧路湖陵高等学校 理数科1学年生徒 

 

○釧路町立別保小学校 現地予察【実施支援】 

 日程：令和2年7月29日（水） 

 場所：細岡展望台、周辺フィールド 

 内容：フィールドおよび活動案説明 

 対象：別保小学校教諭ほか 

 

○釧路町立別保小学校【実施支援】 

 日程：令和2年8月5日（水） 

 場所：細岡展望台、周辺フィールド 

 内容：フィールドワーク（湿原景観、湧水の観察ほか） 

 対象：別保小学校5年生児童 

 

○釧路市立中央小学校 現地予察【実施支援】 

 日程：令和2年8月5日（水） 

 場所：温根内ビジターセンター、周辺フィールド 

 内容：フィールドおよび活動案説明 

 対象：中央小学校教諭 

 

○釧路市立別保小学校【実施支援】 

 日程：令和2年8月21日（金） 

 場所：温根内ビジターセンター、周辺フィールド 

 内容：施設展示観覧、フィールドワーク 

 対象：中央小学校5年生児童 
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アンケート共通項目について 

 

《背景》 

 ・各行事で収集するアンケートの設問には共通の項目を設け、情報の集積および取組みの評価

を行うこととなった。（第 27回再生普及小委員会（平成 28年 6月）） 

・昨年度、第 3期再生普及行動計画期間における取組みの評価を行った際、不明確な回答も多

く、アンケートの分析に課題がみられたことから、共通項目について見直しを行うもの。 

 

《共通項目の扱い》 

 ・設問および回答方法を共通項目として各行事アンケートに記載する。 

 ・各事務局にて、行事毎に必要な設問を適時追加する。 

 ・共通項目に係るアンケート様式（データ）を希望する事務局には、本会合での議論を踏まえ

て行動計画オフィスにて様式を作成し、後日共有する。 

 ・行事実施後、各事務局にて入力・とりまとめを行い、行動計画オフィスに共有する。 

 

《共通項目（案）》 

１．あなたの年齢を教えてください。 

  9 才以下、10 代、20 代 ・ 30 代 ・ 40 代 ・ 50 代 ・ 60 代 ・ 70 代以上 

 

２．あなたのお住まいを教えてください。 

  釧路市 ・ 釧路町 ・ 標茶町 ・ 弟子屈町 ・ 鶴居村 （釧路湿原の流域にある市町村） 

※上記以外にお住まいの方は、カッコ内にご記入ください（              ） 

 

３．今回参加された『※各事務局にて行事名を記載』への参加回数を教えてください。 

  はじめて参加した ・ 2 回目 ・ 3 回目以上 

 

４．自然再生協議会が実施する以下の行事に参加したことがありますか。参加したことがある行事を

〇で囲んでください。 

  ・幌呂地区湿原再生現地見学会 ・カヌーde ヒシ刈り in 達古武湖 （達古武湖自然再生事業地） 

  ・久著呂川自然再生の見学ツアー ・茅沼地区旧川復元現地見学会 

  ・雷別ドングリ倶楽部（雷別地区森林再生事業地） ・自然再生を考える調査体験会（達古武地区森林

再生事業地）  ※各事務局にて、本アンケート配布行事を上記から削除 

 

５．この行事をどのようにして知りましたか。当てはまるものを全て〇で囲んでください。 

・ワンダグリンダニュース  ・インターネットや SNS などから 

・「まなぼっと」などの施設で見たチラシやポスター（施設名を記入：           ） 

 ・川レンジャーなどの所属団体からの案内  ・新聞（新聞名を記入：            ） 

・市町村の広報誌 ・友人や知人から ・上記以外（                    ） 
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６．この行事に参加したご感想をお聞かせください。 

  とても満足 ・ 満足 ・ どちらでもない ・ やや不満  ・ 不満 

  よろしければ、その理由をご記入ください。（                       ） 

 

７．この行事の中で最も印象が深かったことを教えてください。 

 （                                        ） 

 

８．今回訪れた事業地では、再生事業が行われています。再生事業について関心はありますか？ 

当てはまるものを全て〇で囲んでください。 

今回訪れた事業地のことをもっと知りたい ・ 関連する資料が欲しい 

再生事業に積極的に参加したい ・ 再生事業にはそれほど関心はない 

 

【メールニュースのご案内】 

再生普及行動計画オフィス（事務局：釧路自然環境事務所）では、現地見学会や小委員会の開催

情報、湿原に関する情報をお届けするメールニュースを配信しています。ご希望の方は、メール

ニュースをお届けしても良いメールアドレスをご記入ください。 

 メールアドレス：      @              （不要な方は空白としてください） 

※ハイフン（ - ）とアンダーバー（ _ ）、数字のゼロ（ 0 ）とローマ字のオー（ O ）等については、メールア

ドレスの下に補足で、「ハイフン」等の補足の記載をいただけますよう、お願いします。 

※頂きました個人情報はメールニュース配信の目的以外では使用致しません。 
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これまでのアンケート共通項目（第 27回再生普及小委員会資料） 

●あなたの年齢、性別、どこからいらっしゃったかを教えてください。 

 

 年齢  ９才以下  10 代  20代  30代  40 代  50代  60代  70才以上 

 性別  男性  女性 

 どこから？  道内 （市町村：      ）    道外 （都府県：      ） 

●今日の行事をどのようにして知りましたか？ 

 

 チラシ･ポスター  新聞  ラジオ  インターネット  知人  その他（        ） 

●今日の活動のご感想をお聞かせ下さい 

 

とても満足   やや満足   どちらともいえない   やや不満   とても不満 

 よろしければその理由を教えて下さい 

  

●今日の活動が釧路湿原の自然再生につながったという実感がありますか？ 

   

とてもあった   ややあった   どちらともいえない   あまり感じない   ほとんど感じなかった 

よろしければその理由を教えて下さい 

                                         

●釧路湿原の保全や再生に今後ともかかわっていきたいと思いますか？ 

 

とても思う     やや思う     どちらともいえない     あまり思わない     まったく思わない 

●これまでにも釧路湿原の自然再生に関連するイベントに参加したことがありますか？ 

 

 ある （このイベント    回 ・ 他のイベント   回 ）     ない 

●今後どのような行事があったら参加したいと思いますか？ 

 

●そのほかご意見をお聞かせ下さい 

 

参考 
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湿原の保全や再生に係る情報の発信について 

 

 

 

１.地域の図書館や博物館における資料の整備について 

 

 ≪現状≫ 

 ・図書館等に収蔵された資料は各施設において登録が行われ、館内および WEB上で広く検索を

行うことができるため、情報を求める人々に対して効果的に情報発信することが可能であ

る。 

・一方で、地域の図書館等には自然再生事業に係る資料は十分に収蔵されておらず、例えば、

釧路市中央図書館においても、過去の一部の資料が収蔵されているにすぎない。 

 ・市民への情報発信において、紙媒体の資料へのアクセスを容易にすることも課題の一つと考

えられる。 

 ≪検討事項≫ 

・本年度より、各事務局において公開可能な資料を再生普及行動計画オフィスに提供いただ

き、オフィスにおいて、図書館等への収蔵を図る。 

 ※資料の提供方法、部数については、本会合での議論を踏まえて改めて各事務局に連絡する。 

 

２.WEBサイトにおける写真データベースの整備について 

 

 ≪現状≫ 

・各事務局において写真を管理しており、事務局間においても共有できる仕組みがないため、

必要に応じて都度写真提供の依頼等を行っている。 

・写真資料は、協議会構成員や市民への情報発信、環境教育の素材として重要なものの一つで

あり、オフィスの取組みの中でも多くのニーズがある。 

≪検討事項≫ 

・オフィス WEBサイトにおいて普及に活用することが可能な写真データベースの構築を図るこ

とを試行したい。 

 ※対象とする写真データの範囲、提供方法等については、本会合での議論を踏まえて、改めて

各事務局に連絡する。 

 

３.各委員会ニュースレター、現地見学会等の PR媒体について 

 

 ≪現状≫ 

 ・各小委員会で作成しているニュースレターについては、協議会の取組みを発信する重要な情

報媒体の一つであるが、ワンダグリンダプロジェクト登録者等への配布を行っていない。 

資料２ 
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・各小委員会事務局が主催する現地見学会については、協議会として例年実施していることの

周知を図るべく、再生普及行動計画オフィスにて現地見学を PRする企画展示をビジターセン

ターで実施してきた。 

≪検討事項≫ 

・印刷部数の制約を踏まえながらも、ワンダグリンダプロジェクト登録者等、協議会構成員以

外で再生事業に関りを持っている主体への配布を検討する。 

 ・機会を捉えて年間を通して広く市民に周知を図るべく、各事務局の活動を紹介するポスター

等の作成を検討する。 

 ※本会合での議論を踏まえて様式等を行動計画オフィスより提案し、オフィスにおいて印刷し

活用する。 


